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三重大学医学部附属病院 

学童保育所さくら組 



三重大学附属病院 学童保育所さくら組 災害対策マニュアル（第 2 版：2023.7） 

○地震関連 

 

地震警戒宣言が発令された場合（地震警戒宣言…2022 年 1 月現在、南海トラフ地震が対象） 

・全員ヘルメットをつけて保育室で待機し、総務課から 1～2 名の応援を派遣してもらう。 

・携帯電話を持参している児童のうち、未到着の児童の携帯電話に電話し、現在位置と待機場所を確認する。 

・さくら組を出発前に病院へ避難する旨と同行する児童名を一斉メールまたは ANPIC メールで保護者に連絡する。 

・出席予定児童がそろった時、または日が暮れる前に大学病院外来棟 4 階カンファレンス室 3 へ避難する。最終出発時間は 17：

00 とする。 

・警戒宣言が解除されるまでは、閉所を基本とし、保護者へ引き渡しが出来ておらず長期間待機になる児童に対しては、津波の

心配がある場合は大学病院外来棟 4 階カンファレンス室 3 で、心配がないと判断されたら大学病院外来棟 2 階の小児科外来に

て保育を行う。 

・適宜、一斉メールまたは ANPIC メールで情報を流す。 

※ANPIC の管理者権限を持つ職員が不在の場合は、総務課へ連絡・相談する 

 

津市で震度 4 以下の地震が発生、または津波注意報が発表された場合 

・通常どおりの保育を基本とする。但し、保育の継続が困難な場合（※）で、津波の心配がないと判断されたら大学病院外来棟 2

階の小児科外来にて保育を行う。 

※困難な場合とは、伊津美寮の電気や水道が止まる、建物の亀裂、職員体制が整わない等。 

・避難の前には、保護者に一斉メールまたは ANPIC メールで連絡する。 

※ANPIC の管理者権限を持つ職員が不在の場合は、総務課へ連絡・相談する。 

 

津市で震度 5 弱以上の地震が発生、または津波警報・大津波警報が発表された場合 

・大学病院外来棟 4 階カンファレンス室 3 へ避難する。 

・避難途中でお迎えがあった場合は、津波の心配がない場合を除き、お迎えの方も一緒に大学病院外来棟 4 階カンファレンス室

3 へ避難する。 

 



【大学病院への避難マニュアル①：学童職員 2～3 名勤務時 （3 人目が勤務の時は学童職員 A1 の補佐を行う）】 

※総務課…三重大学医学部附属病院管理部総務課 

 

 児童の動き 学童職員（A1） 学童職員（A2） 学生アルバイト（B） 総務課職員（C） 

  統括 養護 Ａ2 の補佐 A1 の補佐 

揺
れ
て
い
る
時 

その場でダンゴム
シポーズをとり待
機 

・全員の安否を声がけにて確認(手足が動
くかを確認、その場での待機指示) 

・対象児童の確認と付
き添い（傍で待機して
目を離さない） 
 

  

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
時 

集合場所（保育室
中央、自転車置き
場）に移動 
屋内：ヘルメット着
用 
外：物置の頭巾着
用 

・安全確認（ガラスの散乱、棚の倒壊、2
か所以上の避難経路確保） 
・屋外の壁等の倒壊、落下物確認 
・ヘルメット着用 
・全員を安全な場所に集める 
・ヘルメット配布と点呼（外庭時は物置の
防災頭巾配布） 
・散歩中は最寄りの安全な場所に避難 
・防災ラジオ、スマホにて情報収集 

・集合場所に移動 
・ヘルメット着用 
・健康観察開始（必要
に応じて記録） 
 

・集合場所に移動 
・ヘルメット着用 
・アルバイトが複数の
場合、2 人目以降は児
童の見守り 

・震度５弱が発生したら職員 1～２名で学童へ避
難誘導へ行く（要請なしでも） 
・ヘルメット着用、スマホは持参 
※総務課は、大学病院 1 階職員用階段（正面玄
関北側）に別途、誘導人員を派遣（さつき保育園
の誘導係と共通） 

避
難
準
備
す
る
時 

靴、携帯電話、水
筒着用 

・屋内：避難準備指示と室内トイレ内確認
（非常持出リュック・職員荷物を用意、児
童に靴・携帯電話・水筒・水を配布） 
・屋外：避難グッズを室内に取りに行く 

・A1 が室内に入る間、
統括代行 
・車椅子等の準備を C
に指示 

 ・総務課に状況報告 
・児童に荷物（ヘルメット、携帯電話、水筒）を配布 
・車椅子の準備等、移動に備える 
 

避
難
開
始
時 

遅れて到着した児
童はランドセルを
下ろし合流 

・屋外自転車置き場で点呼 
・大学病院外来棟 4 階カンファレンス室 3
へ移動 
・ANPIC に入力、保護者へ一斉メール 
※ANPIC の管理者権限を持つ職員が不
在の場合は、総務課へ連絡・相談する。 

・避難途中でお迎えが
あった場合は、津波の
心配がない場合を除
き、お迎えの方も一緒
に大学病院外来棟 4
階カンファレンス室 3
へ避難する。 

 ・A1 の指示に従って避難誘導を補佐 

 

 



 

【大学病院への避難マニュアル②：学童職員 1 名と学生アルバイト 1 名勤務時（青字は大学病院への避難マニュアル①に追加した項目）】 

   ※総務課…三重大学医学部附属病院管理部総務課  

 児童の動き 学童職員（A1） 学生アルバイト（B） 総務課職員（C） 

  統括+養護 養護（補佐） A1 の補佐 

揺
れ
て
い
る
時 

その場でダンゴ
ムシポーズをとり
待機 

・全員の安否を声がけにて確認（手足が動
くか確認、その場での待機指示） 

  

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
時 

集合場所（保育
室中央、自転車
置き場）に移動 
屋内：ヘルメット
着用 
外：物置の頭巾
着用 

・安全確認（ガラスの散乱、棚の倒壊、2 か
所以上の避難経路確保） 
・屋外の壁等の倒壊、落下物確認 
・対象児童の確認と B に記録を指示 
・ヘルメット着用 
・全員を安全な場所に集める 
・ヘルメット配布と点呼（外庭時は物置の
防災頭巾配布） 
・散歩中は最寄りの安全な場所に避難 
・スマホにて情報収集 

・集合場所に移動 
・ヘルメット着用 
・A1 から指示された場合、対象児童の付き
添い（傍で待機して目を離さない）、および記
録を取る（対象児童に変化を感じたら A1 に
報告） 
・アルバイトが複数の場合、2 人目以降は児
童の見守り 
 
 

・震度５弱が発生したら職員 1～２名で学童へ避
難誘導へ行く（要請なしでも） 
・ヘルメット着用、スマホは持参 
※総務課は、大学病院 1 階職員用階段（正面
玄関北側）に別途、誘導人員を派遣（さつき保育
園の誘導係と共通） 

避
難
準
備
す
る
時 

靴、携帯電話、水
筒着用 

・屋内：避難準備指示と室内トイレ内確認
（非常持出リュック・職員荷物を用意、児童
に靴・携帯電話・水筒・水を配布） 
・屋外：避難グッズを室内に取りに行く 

・車椅子等の準備を C に指示 ・車椅子の準備移動に備える 
・総務課に状況報告 
・児童に荷物（ヘルメット、携帯電話、水筒）を配
布 

避
難
開
始
時 

遅れて到着した
児童はランドセル
を下ろし合流 

・屋外自転車置き場で点呼 
・大学病院外来棟 4 階カンファレンス室 3
へ移動 
・ANPIC 入力、保護者へ一斉メール 
※ANPIC の管理者権限を持つ職員が不
在の場合は、総務課へ連絡・相談する。 

・避難途中でお迎えがあった場合は、津波
の心配がない場合を除き、お迎えの方も一
緒に大学病院外来棟 4 階カンファレンス室
3 へ避難する。 

・A1 の指示に従って避難誘導を補佐 

 



非常持出袋 チェックリスト （袋を空けて出して使う順） 

 

 

非常持出リュック 

（学童職員 A1） 

当日持ち出す物 

 マニュアル 

 防災ラジオ 

 アルコール除菌シート 

 トランプ 

 単三電池 

 ゴミ袋 

 水（500ml） 

 ハサミ・ボールペン・鉛筆・油性マジック・メモ帳（セッ

ト） 

 マスク 

 三角巾 

 ヘッドライト２個 

 個別対応セット 

＜学童職員 A1＞ 

 非常持出リュック 

非常時持ち出しファイル（非常時持ち出しファイル

を非常持出リュックに入れる） 

・災害遭遇時の行動基準リスト 

・引渡し表 

・保育日誌用紙 

・児童個票控え 

・傷病記録、症状記録 

＜児童＞ 

 ヘルメット・携帯電話・水筒 

＜職員＞ 

 職員荷物（携帯・上着） 

 



緊急避難経路（垂直避難、水平避難） 

さくら組 

さつき保育園 

① 

② 

③ 

① 児童のみの垂直避難（外保育の時） 

津波・豪雨内水時緊急時の避難経路 

 

② 職員引率時の垂直避難（屋内保育の時）

津波・豪雨内水時緊急時の避難経路 

 

③ 水平避難（屋内保育の時） 

地震・火災・不審者遭遇時避難経路 

 

伊津美寮（旧：看護師宿舎） 

窓 扉 

玄関 



さくら組から三重大学附属病院（外来棟）へ水平避難する場合の避難経路 

 
 



  



 
 

 

 
 

 



カンファレンス室 3 配置図 
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さくら組職員：松崎美由紀、佐藤千恵子 
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